
 

 

 

               

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

202５年 12 月 1 日 

     社会福祉法人 はとのさと福祉会 

神戸大学はとぽっぽ保育所 

         (078)382－6984 

HP http://hatonosato.or.jp 

 

 

 

はとぽっぽだより 

今年も早いもので、残り 1 か月となりました。日本の四季では「冬」の時期に入りました。少し気候変

動もあってか、周りの木々は紅葉が 1 番綺麗なように思います。子どもたちは、春から比べて体も心も大

きく成長したなと感じる場面ばかりです。寒い冬の生活も子どもたちと一緒に楽しみながら過ごしていき

たいと思います。                              

 

 

 曜日 1２月の行事 

8 月 お話の会 

身体測定（さくらんぼ・さくらグループ） 

９ 火 5 歳児交流会（太田共同保育園へ） 

10 水 誕生日会 

眼科健診（あじさい・ひまわり組） 

1２  金 身体測定（ちゅうりっぷグループ） 

17  水 避難訓練 

1９  金 身体測定（ばら・ゆり・あじさい・ひまわり組） 

23 火 クリスマス会 

24 水 わらべうた（ちゅうりっぷグループ） 

25 木 もちつき 

26 金 親子年末パーティー 18 時より 

12 月 28 日より、1 月 4 日まで年末年始の休園日です。 

 

202５年度  12 月号 

 
沢山の方のご参加 

お待ちしています♪ 

 
すいか組さんと 

「勝福寺」まで行きます。 

          

          

国立大学にある保育園の交流会に参加しました（会場：徳島大学 あゆみの森保育園） 

11 月 22 日から 24 日に、国立大学にある保育園の交流会に参加しました。東は東北大学から西は

九州大学と 7 つの大学内にある法人からの現状報告を出し合い学び合いました。大学の運営が厳しい

状況で保育所にも影響が出ている報告もありました。子どもたちの発達が保障され、働く方の就労が保

障される運営をなくさないよう、保護者の皆さんと共に考えていけたらと思います。ちなみに・・ 

2026 年ははとぽっぽ保育所で開催されます！ 

 

 

 



 
   今月は食事や離乳食について                

先日の保育参加で、0 歳児クラスは保護者とふれあい遊びをしました。

たくさん遊んで離乳食の時間も一緒にすごしました。 

後日、参加していた保護者の方からのノートに、『角切り野菜を自分で手

づかみ出来ている姿をみて驚きました』『家でもやってみます』など嬉しい

感想が書いてありました。3 回食になると、食べる量も種類も増えて、栄

養バランスも気になるようになってきます。家族と全く同じものを食べら

れない時期は準備も大変だと思います。その中で形状や手づかみ食べのこ

とを考えながら…と家庭ではなかなかこれでいいのかな？と心配になる時

期でもあると思います。今回はそのような時期に保育参加を通して、お家

の方に今の形状や手づかみで嬉しそうに食べる姿を見てもらい、家庭での

姿と園での姿を共有できた時間になりました。 

子ども達は友だちの姿をよく見ていて、１人が手づかみで食べると同じ

ようにしてみたり、お椀を支えられるようになる子がいるとやってみよう

とする子がいて、日々できることが増えて姿が変わってきます。 

 その姿を調理室と共有し月 1 回の会議で、食材の硬さやどんなメニュー

が手づかみ食べしやすいかなどを話し合っています。家庭での離乳食 

の様子を私たちもよく聞かせてもらっていますが、お家でも困ってい 

ることなどあれば、いつでも声を掛けて頂きたいです。一緒に考えて 

いき、子ども達が自分で食べたいや美味しく楽しく食べたいという思 

いに繋げていきたいと思っています。 

 

 

長い目で見たい 「好き嫌い」 

0歳児から1歳児にかけて味もわ

かるようになると野菜に限らず好き

嫌いが出てきます。でも 1 口食べて

おいしかった経験や友だちの食べる

姿を見て『食べてみようかな』と食

べるきっかけになることも多いで

す。 

これは本当に少しのきっかけにす

ぎないですが、子ども同士で「これ

おいしいよ」と伝えあう姿は、保育

所ならではだと改めて思いました。 

 

姿勢とお箸について 

11 月 13 日にひまわり組、あじさい組の子どもたちと

「姿勢とお箸」の話をしました。 

良い姿勢について聞いてみると「こう！」とよくわか

っています。お箸について描かれている絵本を読んだ後

に実際にどんな風に持てばいいのか、みんなで持ってみ

ました。「正しい持ち方って難しい～」「力が入って持ち

にくい～」と苦戦する姿もありました。 

調理室としても、子どもたちがスプーンですくったり 

お箸を使い口に運べるよう、食材の大きさを意識してい

ます。 

 

 


